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研究成果の概要（和文）：看護学生の臨床実習におけるストレスと生体反応の関連について検討

した。対象は A 大学看護学科 3 年生の女性 28 名。方法は、ストレスの程度を評価するために

状態‐特性不安を日本版 State Trait Anxiety Inventory (STAI)を用いた。生体反応を測定する

項目には、血中エストロゲン、唾液中コルチゾール、唾液中 IgA を用いた。これらの測定を臨

床実習前と臨床実習中の計 2 回実施した。測定の結果，臨床実習前と実習中では、STAI の状

態不安が高くなり、看護学生が臨床実習でストレスを感じていることがわかった。また、唾液

中コルチゾールおよび唾液中 IgA に変化がなかったが、血中エストロゲンは実習中に低値を示

し、ストレスによってエストロゲンの分泌が抑制されると推察された。 

 
研究成果の概要（英文）：We evaluated the association between nursing students’ stress 
levels and biological responses in clinical training.  The subjects consisted of 28 
third-year nursing students at the nursing department of College A.  The degree of 
stress was evaluated using the Japanese version of the State Trait Anxiety Inventory 
(STAI).  As parameters of biological responses, blood estrogen, salivary cortisol, and 
salivary IgA were measured.  These measurements were performed twice (before and 
during clinical training).  Before and during the training, the STAI state anxiety score 
increased, showing nursing students’ training-associated stress.  No changes were 
observed in the salivary cortisol or IgA level, but the blood estrogen level was low 
during training, suggesting the inhibition of estrogen secretion. 
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態を知るためにいくつかの骨代謝マーカー
が臨床で用いられるようになってきた。現在、
骨吸収マーカーとして、尿中Ⅰ型コラーゲン
架橋ペプチド(NTX)やデオキシピリジノリン
(DPD)などのコラーゲン架橋の測定が臨床使
用され、骨粗鬆症の治療効果を経時的に判断
する指標として用いられている。しかし、現
在骨粗鬆症の早期診断するための指標とし
て骨代謝マーカー関心が高まっているが、一
般女性に適用した試みはまだ尐ない。そして、
特に最近の若い女性にはやせ志向が強く、食
事摂取量減尐がエネルギー、ミネラル、ビタ
ミンの不足を招き低骨密度が危惧され、日本
人のカルシウム摂取量が尐ないことも問題
視されている。また、一方では日本人の大腿
骨頸部骨折率が欧米より低いのは栄養摂取
状況や身体活動を含むライフスタイルなど
の環境因子に、加えて、近年遺伝的素因が大
きな要因として注目されるようになり、代謝
を調整するカルシウム調節ホルモン、性ホル
モンの作用機序に遺伝子の関与があると報
告されているが、確かな立証はまだされてい
ない。 

平成 15 年に我々が行ってきた研究におい
て、若年者における月経周期と骨代謝マーカ
ーで尿中 DPD では、月経正常群･全体で生理
期より排卵期の方が有意に高かった。しかし、
月経異常群では排卵期で高い傾向ではあっ
たが有意な差は認められなかった。血中総エ
ストロゲン(E2)濃度も、生理期よりも排卵期
の方が高かった。また、排卵期の血中 E2 濃
度を生理正常群と生理異常群との間で平均
値を比較したところ、生理異常群の方が約
27pg/ml 尐ない結果となった。また、平成 16

年から 3 年間縦断的に行った研究では、若年
者における月経周期によって骨形成・骨吸収
マーカーが変動し、尿中 DPD が血中 E2 月
経期では負の相関を、排卵期では正の相関を
示した(論文投稿予定)。これらのことより、
尿中 DPD 濃度は月経周期に影響を受けてお
り、その影響は排卵期にエストロゲンの分泌
が多くなるためと考えられる。最近問題とな
っているダイエットによるものや精神状態
が不安定なこと等が関係しているのではな
いかと考えられるが、未だ確かな論証はつか
めていない。 

一方、筋骨格系の作業負担や運動等による
力学的負荷が骨代謝に大きな影響を与えて
いると考えられているが、その詳細は不明な
ままである。米国において、看護の実習生に
対し行った骨代謝マーカーの研究において
も実習負荷が骨芽細胞を活性化させている
という報告がある。この報告ではＰＩＣＰと
ＣＴＸとの関係を示し、作業負担が骨代謝回
転の上昇を明確にし、Ⅰ型コラーゲンＣ末端
ペプチドの関連を示唆したが、骨に特異的な
Ｎ末端ペプチドは明確にされていない。そし

て、本研究は横断的研究で同一対象者に実施
されておらず、性周期を考慮されていない。
骨代謝マーカーや生理機能は個人差があり、
同一対象者で行う必要があると考えられる。
我々は、平成 16 年から 3 年間縦断的に行っ
た研究でオステオカオロシン(OC)、骨型アル
カリフォスタファーゼ(BAP)、尿中 DPD、血
清 NTx を月経期および排卵期に測定し、骨
密度減尐との関連を調査した。そこ結果、OC

と血清 NTx が骨密度減尐のリスクファクタ
として見出された。月経期の骨形成・骨吸収
が骨密度に関連していることはわかったが、
これらの骨代謝マーカーや骨密度が作業負
担や精神的負担によってどのような影響を
受けるのかについては、今後追求する必要が
ある。 

このように、若年時の低骨密度の問題や中
高年時の骨粗鬆症の予防対策の確立・発症予
防には、漠然と若年時の「高骨密度獲得」「痩
せ型体系の危惧」とされており、具体的な予
防指針についての研究は必ずしも十分では
ない。生活習慣・身体的負荷や精神的負担が
及ぼす骨関連生理機能への影響を解明し、そ
の結果、若年時骨密度にどのように反映され
るかは確かな論証はされていない。 

 

２．研究の目的 

近年、社会生活の中でほとんどすべての人が
心理社会的ストレスを受けていると考えら
れる。医療従事者養成課程における、臨床実
習は学生にとって、様々なストレスに直面し
不安が増大することが報告されている。看護
教育カリキュラムにおいても、臨床看護実習 

(臨床実習）は将来、医療従事者として育って
いく学生にとって、学内で学んだ知識や技術
を応用し実践的な能力を身につける場とし
てきわめて重要な役割を担っているととも
に、初めての病棟環境や人間関係、自己の看
護技術に対する不安、生活パターンの変化な
ど学生にとって大きなストレスに直面する
ことでもあり、これまで臨床実習における不
安とストレスには密接な関係があると報告
されている。しかしながら、先行研究におけ
る臨床実習中のストレスについての報告で
は、ストレス反応物質を測定した報告は尐な
いのが現状である。これらの現状から、スト
レス反応をより客観的に把握するためには、
ストレス反応物質とされる唾液中のコルチ
ゾールおよび IgAの測定が必要であると考え
た。また、対象となる看護学生は、女子学生
が多数を占めるため、月経異常が女性特有の
ストレスの現れ方であることに注目し、女性
ホルモンのうち血中エストロゲンの測定を
行い、ストレス反応を評価することが効果的
であると考え、本研究では、看護学生を対象
にして、臨床実習におけるストレスと生体反
応の関連を検討した。 



 

 

 

３．研究の方法 

(1)研究対象 
A 大学看護学科に在学し、2007 年度および
2008 年度に臨床実習を行う 3年生全員 60 名
を対象とした。 研究協力に同意を得た 33 名
にアンケート調査を行い、その中から記入漏
れのある者を除外した 28 名(平均年齢：21.5
±0.6 歳)を分析対象とした。対象とした 28
名は全員女性であり、健康状態に問題がなく
薬の常用もなかった。 
(2)調査方法 
ライフスタイルと心理学的検査の日本版
State Trait Anxiety Inventory (STAI)につ
いての質問紙調査と生体反応の指標として
唾液中コルチゾール、唾液中 IgA、血中エス
トロゲンの測定を、実習前（2006 年 8 月から
9 月）と実習中（2007 年 10 月から 2008 年 2
月）の合計 2回測定を行った。 
①ライフスタイルについての質問調査 
対象者の背景とストレスに関与するのでは
ないかと考えられるライフスタイルについ
て、年齢、住居形態、食事、アルバイト、部
活動、飲酒、喫煙、健康感（最近の自分の健
康についてどのように感じるか？）、睡眠（現
在、睡眠のことで困っていることがある
か？）、眠気（授業中、実習中に強い眠気を
感じることがあるか？）、月経周期、の 11 項
目の質問紙調査を実習前と実習中の 2回実施
した。 
②STAI（状態‐特性不安尺度） 
不安の測定尺度である STAI においては、状
態不安と特性不安の測定が可能とされてい
る。状態不安は、個人がその時おかれた生活
条件により変化する一時的な情緒状態であ
る。特性不安とは、不安状態の経験に対する
個人の反応傾向を反映するもので、比較的安
定した個人の性格傾向を示すものである。状
態不安・特性不安ともに２０の質問項目で構
成されており、評定は 1点から 4点の 4段階
尺度で、項目得点を合計する。状態不安・特
性不安ともに２０点から８０点の値をとり、
得点が高いほど不安が強いことを示してい
る。適度の緊張感と不安は、克服しようとす
る力（動機づけ）となり、学習の深化と共に
学生自身の成長発達にもよい影響を与える
が、逆に過度の不安はストレスフルな状態を
招く９）といえるので、今回は、STAI を用い
てストレスの指標とした。STAI の測定時期に
ついては、実習における不安（ストレス）や
心理状況の変化を測定するため、実習前と実
習中の 2 回実施した。 
③血中エストロゲン 
月経異常が女性特有のストレス反応の現れ
方であることに注目し、女性ホルモンのうち
血中エストロゲンを測定するため、実習前の
月経時と実習中の月経時にそれぞれ採血を

実施した。エストロゲンは、月経周期により
変動が大きいため、月経開始から最初の３日
以内に一度採血を行った。採血後、速やかに
3000rpm 5 分で遠心分離後、-60℃で凍結保存
した後、検査センターに依頼し「DPC：エス
トラジオールキット」を用いて測定した。 
④唾液中コルチゾールおよび IgA  
唾液中のコルチゾールは、ストレスにより増
加し、唾液中 IgA はストレスにより減尐する
ことから、唾液中のコルチゾールおよび IgA
を測定するため、実習前の月経時と実習中の
月経時に 2回実施した。どちらも採血前にう
がいをした後、サリベット TM(ザルスタット
社)を用いて唾液を採取した。唾液の採取時
間は、コルチゾール分泌において日内変動の
影響が尐ない 16 時から 18時の間に実施した。
採取後、速やかに 3000rpm15 分で冷却遠心し、
-60℃で凍結保存した。唾液中コルチゾール
の測定には、Salimetrics 社製の「Salivary 
Cortisol Enzyme Immunoassay Kit」を、唾
液中 IgA の測定には、MBL 社製の免疫グロブ
リンキット「EIA：IgA テスト」を用いた。 
⑤骨代謝マーカーの測定 
骨形成マーカーである PINP および骨吸収マ
ーカーである sNTxを測定した。採血を行い、
④の遠心分離後、外注にて測定した。 
⑥分析方法 
ライフスタイル調査については、調査内容の
各項目について、基礎統計量の集計を行った。
STAI 得点、血中エストロゲン値(pg/dl)、唾
液中コルチゾール値(μg/dl)、唾液中 IgA 値
(μg/ml)、PINP(ng/mL)、sNTx(nmolBCE/L)の
実習前と実習中の変化については、対応のあ
るｔ検定および Wilcoxon 検定を行った。統
計ソフトは SPSS.Ver.11.5 を用い、有意水準
は P<0.05 とした。 
 
４．研究成果 
(1)実習前と実習中のライフスタイルの変化 

実習前と実習中で変化を認めたのは、「ア
ルバイト」、「部活動」、「飲酒」、「健康感」、「月
経周期」で、実習中には「アルバイト」の一
週あたりの平均回数の減尐、部活動時間の短
縮や飲酒回数の減尐が認められた。また、「健
康感」についても実習前に比べ実習中の方が
低下していた。これは、実習前期間に比べ、
実習中は、実習準備や課題、レポート作成な
どによって、余暇や趣味、娯楽に費やす時間
が減尐し、休息を十分とる時間が尐なくなる
といった生活の変化が生じたといえる。実習
前期間は、夏休みと重なる期間もあったが、
集中講義や実習前指導があり、部活動やアル
バイトも通常の授業時と同様に行っていた
ので、実習前期間に特別に時間的余裕があっ
たとは考えられない。また、十分休息を取る
時間がなくなることによって健康に自信が
なくなると考えられ、これは、中野が大学生



 

 

の健康についての調査で、健康感の低さは日
常的にゆとりのないことが影響していると
いう報告と同様の結果と考えられる。  
喫煙については、看護師の喫煙率は一般女

性よりも高く、その喫煙習慣は看護学生のこ
ろから開始されているという、大井田らの報
告に反し、喫煙する学生は皆無であった。ま
た、以前は吸っていたが現在は吸っていない
という学生が 3 名(10.7％)おり、健康増進法
の施行以来、キャンパス内や病院内での禁煙
が推進されるといった環境の変化や教育効
果によって医療従事者になるという専門意
識の芽生えも影響していると考えられる。 

月経周期については、実習前に比べ実習中
で月経不順になる人が増えており、月経不順
の原因と考えられている極端な食事変化や
ダイエット、過度の運動などが実習中に行わ
れていないことから、臨床実習そのものによ
るストレスが原因と考えられる。 
表 1実習前と実習中のライフスタイルの比較 

 
(2) 実習前と実習中の STAI 得点の変化 

実習前と実習中の STAI 得点を比べると、
特性不安に大きな変化はなかったが、状態不
安は実習中で有意に高くなった。特性不安は、
不安状態の積み重ねた経験に対する反応で、
比較的安定した個人の性格傾向を示すもの
であるため、実習による影響が小さかったと
考えられる。これに対して状態不安は、個人
がそのときおかれた環境により変化する一
時的な情緒状態であるため、本研究における
状態不安の増加は、臨床実習に対する不安の
増強であろう。佐藤は、看護学生を対象にし
た調査を行い、「実習前よりさらに実習中の
STAI の状態不安の平均値が高くなる」と同様
の報告をしている。また、飯出らは、「実習
前は状態不安の高い学生が多く、実習後は減
尐している」と報告している。本調査では、
カリキュラムにより調査対象者の実習期間
は異なったが、全体的に状態不安が高くなっ
ていた。実習によって経験を積むことで不安
が軽減されるとも考えられるが、実習の中で
は次々と新しい課題に直面するため、状態不
安は高い値で維持されたとも考えられる。 
 

(3)実習前と実習中の唾液中のコルチゾー
ル・IgA と血中エストロゲンの変化  
実習前と実習中における唾液中のコルチ

ゾールと IgA の値には、大きな変化は見られ
なかった。これらは、慢性ストレスよりも急
性ストレスに鋭敏に反応することから、長期
間の実習ストレスでは、明らかな有意差が出
なかった可能性がある。沖野らは、「周手術
期実習中の看護学生のストレス反応として
コルチゾールを測定したが、経時的変化はみ
られなかった」と報告している。また、坂本
らは介護実習の大学生の唾液中 IgAレベルは
実習前から実習中にかけては変動がなかっ
たものの、実習後に有意に増加したと報告し
ている。本研究では、実習後の測定をしてい
ないため、実習後の変化を捉えることができ
なかったが、実習前から実習中においては、
坂本の研究と同様の結果であった。 
血中エストロゲン値の実習前と実習中の

変化については、月経周期中で最もエストロ
ゲン分泌が低値を示す月経期に測定したと
ころ、実習中は実習前に比べて有意に低値を
示した。月経周期は間脳、下垂体、卵巣、子
宮粘膜の複雑な相互作用によって調節され
ており、間脳視床下部から分泌されるゴナド
トロピン放出ホルモンが下垂体のゴナドト
ロピン分泌を調節し、卵巣の周期性と月経周
期をコントロールしている。肉体的、精神的
ストレスが、この月経周期の調整機能に影響
して、視床下部性の月経異常を起こすことは
よく知られている。また、Susannah らは環境
変化に伴うストレスや日常生活のストレス
による月経異常を認めたと報告しているこ
とから、エストロゲンも他のホルモンと同様
の影響があったと考えられる。 
表 2 不安および生体反応の実習前・実習中
比較 

 
(4) 実習前と実習中の骨代謝マーカーおよ
び身体活動量の比較 
身体活動量の歩数(前：7292±2779 歩、中：
6937± 2099 歩 )・運動量 (前： 237.9±
235.2kcal、中：187.7±54.8kcal)および骨
代謝マーカーの PINP(前：55.2±12.0ng/mL、
中：54.0±11.8 ng/mL)・s-NTx(前：10.8±
2.1 nmolBCE/Ｌ、中：10.8±2.2 nmolBCE/Ｌ)
は実習前と実習中の間に有意な差を認めな
かった。また、唾液中コルチゾール値(前：
0.115±0.069μg/dl、中：0.115±0.058μ
g/dl)および IgA 値(前：0.320±0.612μg/ml、

　 　 　 　  (n=28)

STAI(状態) 0.007**
STAI(特性) 0.064

血中ｴｽﾄﾛｹﾞﾝ 0.006**
唾液中ｺﾙﾁｿﾞｰﾙ 0.978

唾液中IgA 0.410

(mean±SD)(mean±SD)
実習中実習前

27.0±9.236.7±14.7

52.3±8.946.3±8.1

0.237±0.1970.320±0.612
0.115±0.058

48.5±9.1

項目 p value

0.115±0.069

46.1±8.2



 

 

中：0.237±0.197μg/ml)についても有意差
は認めなかった。したがって、実習による運
動負荷は実習前より多くなく、骨代謝マーカ
ーも負荷が増加していない分、ほとんど変化
がなかった。 
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